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【３．新タワーへの眺望軸】  建築物・景観形成説明書 

 

項  目 景観形成基準 配慮事項（配慮事項を記載して下さい） 照合 現況の把握・分析 と 計画での具体的な配慮事項 照合 

軸沿いの建築物は、壁面を後退させ、軸側にオー

プンスペースを設けるなど、圧迫感を軽減させる

とともに、快適な歩行者空間や新タワーへの眺望

を確保するような配置とする。 

 

 

 

 

□ 

隣接する建築物の道路側の壁面の位置を揃えるな

ど、周辺の街並みに配慮した配置とする。 

 

 

 

 

□ 

敷地内やその周辺に歴史的・文化的な資源（祭り

の場など）や残すべき自然などがある場合は、こ

れらを生かした配置とする。 

 

 

 

 

□ 

配 置 

大規模な敷地に建築物を建てる場合、ゆとりある

空間を活かし、敷地の一部の公開や敷地境界線か

ら建築物の壁面の位置を後退することにより、歩

行者空間の拡充を図る。 

 

 

 

 

□ 

 

□ 

周辺建築物群のスカイラインとの調和を図り、著

しく突出した高さの建築物は避ける。 

 

 

 

 

□ 
高 さ 

規 模 
既存の街並みの連続性に配慮して、建物の間口の

長さに配慮する。 

 

 

 

 

□ 

 

□ 
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項  目 景観形成基準 配慮事項（配慮事項を記載して下さい） 照合 現況の把握・分析 と 計画での具体的な配慮事項 照合 

新タワーが映える人々に親しまれる通りや河川と

なるよう、新タワーへの眺望に配慮した形態・意

匠とする。 

 

 

 

 

□ 

新タワーからの眺望に配慮して、屋根や屋上に設

置する設備などは、配置や目隠しの工夫を行い、

建築物と一体的に計画する。 

 

 

 

 

□ 

四ツ目通りに敷地が面する場合は、錦糸町と新タ

ワーをつなぐ、ふれあいと風格の感じられる通り

となるよう、形態・意匠に配慮する。 

 

 

 

 

□ 

北十間川に敷地が面する場合は、水と緑が映え、

新タワーと調和するよう配慮した形態・意匠とす

る。 

 

 

 

 

□ 

八広中央通りに敷地が面する場合は、荒川や向島

等と新タワーをつなぐ、にぎわいとふれあいのあ

る通りとなるよう、形態・意匠に配慮する。 

 

 

 

 

□ 

言問通りに敷地が面する場合は、隅田川と新タワ

ーをつなぐ、うるおいある通りとなるよう、形態・

意匠に配慮する。 

 

 

 

 

□ 

桜橋通りに敷地が面する場合は、向島料亭街へと

つながる、歴史とうるおいが感じられる通りとな

るよう、形態・意匠に配慮する。 

 

 

 

 

□ 

形 態 

意 匠 

浅草通りに敷地が面する場合は、新タワーと浅草

をつなぐ、にぎわいのある低層部を備えた、風格

の感じられる通りとなるよう、形態・意匠に配慮

する。 

 

 

 

 

□ 

 

□ 
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項  目 景観形成基準 配慮事項（配慮事項を記載して下さい） 照合 現況の把握・分析 と 計画での具体的な配慮事項 照合 

建築物単体のバランス・デザインだけでなく、通

りの周辺の街並みとの調和を図り、周囲からの見

え方に配慮する。 

 

 

 

 

□ 

建築物に附帯する屋外設備等（屋外機や排気塔等）

は、建築物と一体的に計画するなど、表通りから

見えないよう配慮する。 

 

 

 

 

□ 

建築物に附帯する屋外階段は、建築物と一体的に

計画するなど、周辺からの見え方に配慮する。 

 

 

 

 

□ 

形 態 

意 匠 

駐車場や駐輪場は、出来るだけ見えない位置に配

置する。やむを得ず、川沿いや通りに面する場合

などは、植栽や目隠しなどによって、目立たせな

いようにする。 

 

 

 

 

□ 

 

□ 

色 彩 

素 材 

外壁等の色彩や素材は、色彩基準に適合するとと

もに、隣接する建築物や周辺景観との調和を図る。 

 

 

 

 

□ 
 

□ 

外構計画は、敷地内のデザインのみを捉えるので

はなく、隣接する敷地や道路など、周辺の街並み

との調和を図った色調や素材とする。 

 

 

 

 

□ 

公開空地では、ベンチ、緑陰を配置するなど、歩

行者が快適に憩える工夫をする。 

 

 

 

 

□ 

公 開 
空 地 

外 構 

隣接するオープンスペースとの連続性を確保す

る。 

 

 

 

 

□ 

 

□ 



【３．新タワーへの眺望軸】 

建 築 物 

景観形成説明書 

 - 4 - 

 

項  目 景観形成基準 配慮事項（配慮事項を記載して下さい） 照合 現況の把握・分析 と 計画での具体的な配慮事項 照合 

歩行者空間を確保するために、緑のネットワーク

を形成する通り沿いにおいては、高木を中心とし

た緑化を図る。 

 

 

 

 

□ 

緑 化 
敷地内はできる限り緑化を図り、周辺の緑と連続

させることで、緑の厚みと広がりを持たせる。ま

た、屋上や壁面の緑化を積極的に推進する。 

 

 

 

 

□ 

 

□ 

照 明 
通り沿いは、夜の賑わいを演出するライトアップ

を行うなど、周辺状況に応じた夜間の景観に配慮

する。 

 

 

 

 

□ 
 

□ 

 


